みが ある。 

此の世界 を 見つめて いると、 もやもやつ とした 中 か 

ら、 次第に さまざまな 象が 浮 出して くる。 その 少 

し を 捉えて みょう。 

桃 や 桜 や 菜種 や 紫曇英 〔# 「紫 曇英」 は ママ〕 など の 花 

が 咲き乱れ ている。 葉が 少 くて 花が 多く 群って るの は、 

宛 も 人造 花の 姿で ある。 自然に 咲いた 花に よりも、 室 

咲の 花、 紙 や 布で 栴 えた 花、 それにより 多く 似て る そ 

れらの 花が、 如何に 華 かで また 淋しい か！ そして 上 

に は、 日の 光の 曇った 盲いた 空が、 余りに 強い 光 や 風 

を 防ごうと する かの ように、 軽やかで は あるが 低く 狭 



互の 恐怖から 悚ん でる ので はない。 無関心な 眼で 互に 

眺めながら、 自分 自分の 猥らな 思いに、 うつと リと考 

え 込んで いる。 そして その まわり を、 紺青に 金 線の あ 

る 蜥蜴が、 ひよ いひよ いと 頭 を もたげて は、 また 小足 

に すばしっこく 馳け 続ける。 やがて 彼 は 喉が 渴 いて、 

顎 を ぴくぴ くさせながら、 池の 水 を 飲みに 行く。 池の 

中には、 泥に しっかと 四 足 を 踏み込んだ 大きな 牝 蝦蟇 

の 背中に、 幾 匹 もの 牡 蝦蟇 〔# 「牡 蝦蟇」 は 底本で は 「牝 

蝦蟇 匕 が 群がって、 執拗な 争いのう ちに 絡み あってい 

る。 気 を 失った 牝 蝦蟇 は、 なお 背中に 一 二の 牡から し 

がみつ かれた まま、 臍の ない 太鼓腹 を 上に して、 ぼか 



して、 彼女と 自分と を その 中に 絡め 溺 らして ゆく。 

それらの ものの 上に、 夜の 露が 繁く 結ばれて、 清浄 

な 朝日の 光が、 澄みき つた 爽 かな 世界 を齎 してく る。 

萌え出た ばかりの 瑞々 しい 花や 葉 や、 眼 覚めた ば か り 

の 汚点の ない 魂が、 一度に ぞっと おののいて、 眼に 見 

えない 輝し いもの —— 神と も 云える もの —— の 方へ、 

おずおずと 瞳 を 挙げる。 清らかな 求道の 園で ある。 然 

しそれ はた だ 一瞬の ことで ある。 間もなく 凡ての 瞳が、 

春の 息吹きに ふ— つと 曇って くる。 そして、 神の ない 

地上の 力弱い 楽園が II 剎那々 々 の 歓楽と 其処から 来 

る 哀愁と が、 凡て を 包み込んで いく。 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第六卷 (随筆 • 評論. 他)」 

未来 社 

1967 (昭和^) 年：：：： 月^日 第 ー 刷 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 oo 5 年に 月 7 日 作成 

2 006 年 ー 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



